
資料３

機能の目安
アリーナ棟 体育館棟
アリーナ 体育館 スポーツ医・科学

区分
延床面積
の目安

概算
工事費

期待される財源
と県実質負担額

※国庫補助等は除く

今後の検討の
主な着眼点

A ～12,000㎡
～２面

～5,000席
１面

観覧席無
体力測定室 ～120億円

普通交付税（45%）
県負担～66億円

施設の使い勝手

B 14,000㎡～

２面
5,000席～

１～２面
100席～

体力測定室（兼）
トレーニング室

140億円～
普通交付税（45%）
県負担77億円～

C 1６,000㎡～

２面
２００席～

体力測定室
トレーニング室

160億円～
普通交付税（20%）
県負担128億円～ 県財政への影響

建設場所
開館時期への影響

D 20,000㎡～
２面

8,000席～
２００億円～

普通交付税（20%）
県負担1６0億円～

週末利用

は年間で
最大52回

トップリーグ

30回程度～

アマチュア大会

20回程度～

コンサート

10回程度～

・アリーナコンサートは、7～8千席
　以上の施設が選定されやすい

・コンサート最優先での運営が求め
　られ、他の催しは後回しとなる

①　アリーナは３つの需要を全て取り込むことができないため取捨選択が必要

①利用者像の明確化　②機能・規模・財政負担のバランス基本計画の論点

（注） 面数はバスケットボールコート（公式規格） 、席数は目安 、概算工事費は1,000千円／㎡で算出（事例調査等で800～1,200千円／㎡、物価上昇を見込まない概算額）

規模に応じて

着眼点が変化

②　機能・規模と財政負担（工事費）のバランスに配慮して施設整備計画を立案する必要
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約２ｋｍ

③建設候補地・場所の選定基本計画の論点

八橋運動公園

県立中央公園

運動広場

県　庁

臨海十字路

陸上競技場

P1駐車場

都市公園法等の規制により建築面積に制約がある。

既存施設の配置状況により建設場所に制約がある。
⇒新Ｂ１基準を大幅に上回る施設の建設は困難を伴う。

P7駐車場

路線バス等の公共交通機関によるアクセスが困難である。
周辺に商店街や飲食街等がなく、経済波及効果が限定的である。
冬期間は公園敷地の大部分（駐車場・園路等）が使用できない状態となる。

課
　題

山王十字路
市役所

課
　題

スカイドーム

公園敷地

第
二
球
技
場

健
康
広
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球技場

P4駐車場

国合同庁舎

多目的
グラウンド

テニスコート

相撲場

国際教養大学

動物愛護

センター
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